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メコン地域開発と雲南省の経済発展 
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1 メコン河は、「メコン川」とも呼ばれる。メコン地域は、「メコン河地域」、また「メコン川地域」とも呼
ばれる。本稿は、外務省のホームページに従い、「メコン河、メコン地域」という呼び方を採用している。 
－ 2 － 








タイ 51.3 64.0 2,311 
中国雲南省 39.4 （2002 年）43.3 684 
ベトナム 33.2 80.9 480 
ラオス 23.7 5.7 361 
カンボジア 18.1 13.3 314 
ミャンマー 67.7 53.2 195 
合計 233.4 260.4 （平均）724.2 
（出所）ADB（Asia Development Bank、アジア開発銀行）ホームページの「Regions and Countries , Key 
Indicators」、および中国統計出版社編『中国統計年鑑』 2004 年、雲南省統計局編『雲南統計年
鑑』 2003 年。 












                                 
2 『朝日新聞』2002 年 11 月 4 日。 
－ 3 － 
表２ メコン地域開発計画 


















































                                 
3 GMS、Greater Mekong Subregion 、大メコン河流域地域協力プログラムという。 
4 不破吉太郎「メコン開発は、東アジア共同体の形成に通ずる」 『国際開発ジャーナル』 2004年7月号、17頁。 






ラオス、ベトナムと接し、合わせて 4,061kmの陸地の国境線を有している。総面積は 39.4 万km2、
全国の国土総面積の 4.1％を占めており、日本とほぼ同じである。総面積の９割以上は山岳、
高地であり、「雲南高原」或いは「雲貴高原」とも呼ばれている。 





ば、雲南省とミャンマーの貿易関係を見てみると、1990 年の輸出入額は 22,020 万ドルであり、


































































                                 
5 中国統計出版社編『中国対外経済統計年鑑』 1991 年、1997 年。 
－ 5 － 
 2003 年現在、中国の 31 の省･市・自治区（北京、上海、天津、重慶の４つの中央直轄市、22
の省、５つの自治区）の中で、雲南省の経済成長率は 8.6％で、全国の最低レベルであり、省
内総生産が第 19 位、一人当たりGDPが第 29 位で、中国全体においては下位水準となっている6。 
現在の雲南省経済の概要は表３のとおりである。雲南省の産業構成は、第１次産業が 20.4％、
第 2次産業が 43.4％、第３次産業が 36.2％である。 
 
表３ 雲南省経済の概要（2003 年） 
項  目 総  額 全国に占める比率（％） 
省内総生産（億元） 








  502.84 
1,069.29 






















がりがあり、東南アジアには雲南出身の華人が 30～40 万人いる7。 
 雲南省は、ミャンマーとベトナムとは鉄道と道路によってつながっており、この二つの交通
手段は雲南省の経済発展にとって重要な役割を果たしてきている。中国西南部の中心都市であ
                                 
6 中国統計出版社編『中国統計年鑑』 2004 年より計算。 
7 峰松新など「中国の地域開発戦略の現状と課題」 『開発援助研究』 4-1-2 号 1997 年 171 頁。 













表４ 中国のタバコ産出量に占める雲南省の比率（1999-2003 年） 
産 出 量（万トン） 
年   度 
雲南省 全 国 
比  率（％） 
1999 62.7 246.9 25.4 
2000 65.6 255.2 25.7 
2001 61.5 235 26.2 
2002 71.8 244.7 29.3 
2003 65.5 225.7 29.0 








また、雲南省の植物の種類が多く、約 18,000 種、300 科目に及び、中国全体の 63％を占めて
おり、漢方薬と香辛料は全国のおよそ７割以上は雲南省で産出されている。 
－ 7 － 
４ 観光業の開発 










に、近年雲南省の観光総収入は GDP の１割以上を占めており、1998 年から 2002 年までの５年
間に、GDP に占める観光総収入の平均比率では、雲南省は全国の 2倍以上となっている。 
 
表５ 雲南省観光業の統計（1998-2000 年） 
雲 南 省 全  国 








1998 136.92 7.63 3434.51 4.46 
1999 204.26 11.01 3999.08 4.96 
2000 211.43 10.81 4518.41 5.12 
2001 256.93 12.38 4995.00 5.22 
2002 289.93 12.99 5565.63 5.35 








                                 
8 雲南省統計局編『雲南統計年鑑』 2003 年。 
－ 8 － 
表６ 雲南省５大支柱産業（2001 年） 
順位 産  業 生産額（億元） 付加価値（億元）
雲南省GDP（2,074.71億元）
に占める比率 
１ タバコ業 416.6 317.7 15.3 
２ 鉱産物業 357.28 109.75 5.29 
３ 観光業 257 257 12.4 
４ 生物資源産出業 172.03 79.9 3.85 
５ 電力工業 100 63.8 3.1 








表７ 雲南省輸出入の５大相手国･地域輸出入合計額（2000-2002）  





１ ミャンマー 36,294 20.0 
２ 香 港 34,172 18.85 
３ 日 本 12,843  7.08 
４ オーストラリア 11,956  6.6 
2000 
５ ベトナム 10,030  5.53 
１ 香 港 38,716 20.02 
２ ミャンマー 34,873 18.04 
３ ベトナム 16,099  8.33 
４ 日 本 13,429  6.95 
2001 
５ アメリカ 11,483  5.94 
１ ミャンマー 40,678 18.27 
２ 香 港 38,272 17.19 
３ ベトナム 16,266  7.3 
４ 日 本 14,599  6.56 
2002 
５ アメリカ 13,506  6.07 
（出所）雲南省統計局編『雲南統計年鑑』 2001-2003 年より作成。 
－ 9 － 














2000 36,294 62,126 58.41 
2001 34,873 63,154 55.22 ミャンマー 
2002 40,678 86,164 47.21 
2000 1,926 4,084 47.15 
2001 1,833 6,187 29.63 ラオス 
2002 1,655 6,396 25.88 
2000 10,030 246,644 4.07 
2001 16,099 281,520 5.72 
 
ベトナム 
2002 16,266 326,427 4.98 
2000 3,158 662,422 0.48 
2001 4,327 705,030 0.61 タイ 
2002 4,360 855,695 0.51 
2000 66 22,357 0.3 
2001 254 24,042 1.06 カンボジア 
2002 121 27,611 0.44 








                                 
9 义李 敢等編『嶋恐江―湄公河次区域合作研究』雲南民族出版社 2001 年 18～25 頁。 
 




























                                 
10 『経済日報』 2001 年１月１日。 
11 人民日報ホームページ（http://www.peopledaily.co.jp）2000 年 11 月 9 日。2005 年 2 月 2 日に検索し
た。 
12 雲南省関連情報（http://members.at.infoseek.co.jp/torihadahp/new_page_2ca2yunnan.htm）2005 年 2
月 2 日に検索した。 
13 大西南参与嶋恐江―メコン河区域合作開発的戦略ホームページ 
（http://www.ecdc.net.cn/newindex/chinese/page/lcj_mekong/）2005 年 2 月 2日に検索した。 
－ 11 － 
表９ 雲南省の瀾滄江（メコン河上流）における主要な水力発電所計画 
発 電 所 所 在 地 設備容量（万 kW）
住民移転数
（人） 工事開始年 完成年 
漫 湾 臨滄地区 150 3,513 1985 1995 
大朝山 思茅市と臨滄地区との境 135 6,054 1997 2003 
小 湾 大理州 420 32,737 2002 工事中 
糯扎渡 思茅市 550 ― 2005（予定） ― 
景洪（タイ MDX 
社と合作14） 
シーサンバンナ州 150 ― 2003 工事中 
（出所）大西南参与嶋恐江―メコン河区域合作開発的戦略ホームページ 
（http://www.ecdc.net.cn/newindex/chinese/page/lcj_mekong/）2005 年２月２日に検索した。 
谈注：住民移転数は、蔡葆鋭など「从可持続発展 加快雲南水電開発的重要性」 『雲南水力発電』 









えている。20 億元を投じる 500 キロボルト変電設備工事を皮切りに、1,030 万kWの電力網を建
設している。変電設備工事は雲南省を起点として、広西チワン族自治区を通って、広東省まで
をつなぐもので、2006 年末より着工される。これが完成すれば、雲南省から広東省へ 120 万kW







容は表 10 のとおりである19。 




16『中電新聞』2001 年 7 月 18 日。2005 年 2月 2日に検索した。 




－ 12 － 
表 10 「２、２、２、２、２」開発プログラム 
項  目 内  容 
鉄 道 昆明～ミャンマー、昆明～タイ 
道 路 昆明～ミャンマー、昆明～バンコク 
空港の再整備 昆明国際空港、シーサンバンナ景洪国際空港 









 雲南省政府は、経済を発展させるための重要な戦略として 1989 年から嶋恐江―メコン河国際






表 11 瀾滄江－メコン河国際航路の経緯 
年  時 活 動 の 内 容 
1990 年 
中国、ラオス、ミャンマー、タイの４ヵ国は、４回に亘って景洪からビエ
ンチャンまでの 1,180km の河川に関する共同調査を実施。 
1993 年７月 中国国務院が、景洪、思茅両港は国家一級港と承認。 
1994 年 11 月 中国とラオス両国政府は、二国間通航協定を締結。 
1997 年１月 中国とミャンマー両国政府は、二国間通航協定を締結。 
2000 年４月 
中国、ミャンマー、ラオス、タイ４ヵ国政府は、「瀾滄江－メコン河商船通




















































                                 
20 メコン・ウォッチホームページ（http://www.mekongwatch.org/） メールニュース 2001 年 10 月 12
日。2005 年 2 月 2 日に検索した。 
 




























                                 
21 足立隼夫が選んだ世界のニュース（http://my.reset.jp/~adachihayao/031117G.htm）2005 年２月２日に検
索した。 
22 メコン・ウォッチホームページ（http://www.mekongwatch.org/）メールニュース 2004 年１月 29 日。
2005 年２月２日に検索した。 
23 メコン・ウォッチホームページ（http://www.mekongwatch.org/）メールニュース 2002 年 11 月３日。 
2005 年２月２日に検索した。 
－ 15 － 
 最後は中国の新華ネット雲南チャンネル 2004 年 4 月 28 日に掲載されたニュースである。 
 モンラー県税関の官員の匡順生氏は次のように語った。メコン河（瀾滄江）の乾季、普通は
毎年 11 月から翌年の４月までである。水文調査所の統計データによると、メコン河の水位は過
去 10 年間の最低記録であり、1998 年の最低記録に比べ、さらに１メートル余り低下している。
2004 年の第１四半期には、関累港の貿易量は 7,879 トンであり、2003 年の同時期に比べると
50.74％減っている。貿易額は 788 万ドルであり、20.5％減っている。そのうち、輸入量は 790
トンであり、87.8％減っている。昆明税関の統計資料によれば、雲南の港からタイへ輸出した



















                                 
24 新華ネット雲南チャンネル（http://www.yn.xinhuanet.com/newscenter）2004 年４月 28 日。2004 年４
月 30 日に検索した。 





























                                 
25 中国統計出版社編『中国統計年鑑』 2004 年版。 
26 外務省ホームページ（http://www.mofa.go.jp/mofaj/kaidan/s_koi/asean_03/index.html） 『日・ASEAN
特別首脳会議 メコン地域開発の新たなコンセプト』。2005 年月２日に検索した。 
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